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　コートヤードという考え方。

　桜の季節。夜風に花の香りを楽しんで主

寝室へむかう。情感溢れる暮らしがありま

す。

　住まいはひろびろ、のびのびとが嬉しい

性能。それは数値的な面積が大きいという

わけではありません。無駄に広い空間は「む

なしさ」にもつながりかねない部分。コミ

ュニケーションや落ち着きを考えながら、

空間の伸びやかさを考えて行きたいところ

です。

　鎌田建設のモデルハウスは平屋で伸びや

かな空間を実現。その一つが「コートヤー

ド」です。建物をＬ字型に配置。生活空間

をゾーン分けして導線の便利さと静かで落

ち着いたエリアを分けています。

　折れ曲がった部分にリビングの機能を拡

大するコートヤードを設けたのが「開放的

な暮らし」への回答。プライバシーを確保

しながら空間を広げ、時に動線に変化をつ

けることを実現しました。

　心地よい風のながれる日、リビングから

アウトリビングを経て子供室、主寝室へ。

春の空気、お日様の匂い。いつもと違う動

線を歩むだけで「自然と触れる、空間の広

がり」を楽しむことができます。

　ウッドデッキやアウトリビングは、そこ

で特別なイベントが不可欠というわけでは

ありません。毎日の中で、ちょっと季節に

触れる素敵な場所。その「ちょっと」が生

活の豊かさ、特別な時間につながっている

と思えます。

　毎日が特別になってくる住まい。鎌田建

設の霧島の平屋「コートヤード」をご体感

ください。


